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看護師として都内大学病院に勤務後、（認定NPO）シェア=国際保健協力市民の会や独立
行政法人国際協力機構（JICA）などで国際保健協力に従事。タイをはじめとする東南アジア
におけるプロジェクトや、日本の外国人への健康支援に関わってきた。2012年オーストラリア
で公衆衛生学修士号取得。
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連載

　ーストラリアでは、2011年時点で人
口の4人に1人が海外出生者であり、5
人に１人が家庭で英語以外の言語を
使用している1。私は、日本で外国人へ
の健康支援に関わった経験から、多
文化国家における保健医療について
学びたいと考え、大学院の留学先とし
てこのオーストラリアを選んだ。
　2年間の滞在中に、内科・眼科・歯
科に至るまで、各専門クリニックを受診
する機会があったが、印象に残った点
は医師とのコミュニケーションである。医
師たちは、日頃からさまざまな国の出身
者を診療しているためか、外国人患者
への対応に慣れているように思えた。
 診察室に入ると、まず名前を名乗っ
てくれた医師にとても好感が持てた。ど
の医師も、患者である私にフレンドリー

で気さくな態度で、丁寧に分かりやすく
話をしてくれた。内科医の診察を受け
た際にも、医師と英語でスムーズに対
話ができたが、私の聞き慣れない医療
用語が出た時には、すぐにコンピュータ
ーで和訳した用語を見せてくれて、感
心したものだ。
　診療における正確な言語的コミュニ
ケーションは、医療従事者と患者間の
相互理解と円滑な診療のために不可
欠である。うまく成立しないと診療が滞
るだけでなく、誤解による誤診も生じか
ねない。オーストラリアでは、英語が不自

由な人でも公共サービスや医
療サービスを不便なく受けること
ができるよう、言語支援が整備
されている。
　連邦政府は、TIS（Transla-
ting and Interpreting Servi-
ce）Nationalという無料の翻
訳・通訳サービスを運営し、国家
認定を受けた通訳者が170以
上の言語に対応している2。医
療機関向けには、24時間通訳
を提供する電話サービスも設け
ている。右のポスターは、内科ク
リニックの受付などで目にした
TIS Nationalの通訳サービス
の案内で、英語に加え20の言

語で紹介されている。こうした一般向
けのサービスの広報により、医療機関
で患者が通訳を必要とする際に、医
療従事者へその活用の判断を一存す
ることなく、患者が利用意思を伝える助
けにもなるであろう。
　現在、日本には200万人を超える外
国人が生活しており、2013年の訪日
外客数は1000万人を超える新記録を
達成した3。この動向に加え、2020年に
は東京オリンピックも開催される。今後
ますます、医療機関でも日本語が不自
由な外国人患者の増加が見込まれる

中、医療従事者と外国人患者が不便
なく意思疎通でき、安全に医療を提供
できるよう、言語支援の整備は急務で
あろう。
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